
(1)平成28年 10月 1日 健康と光線

「光
線
療
法
普
及
協
会
」

発
足
の
お
知
ら
せ

平
素
よ
り
、
サ
ナ
モ
ア
を
ご
愛
用

頂
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
弊
社
で
は
サ
ナ
モ
ア
の

認
知
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、
「
サ
ナ

モ
ア
光
線
協
会
」
と

「
光
線
普
及
協

会
」
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
協

会
で
は
、
季
刊
誌

「
健
康
と
光
線
」

の
発
行
、
光
線
治
療
師
の
養
成
を
初

め
と
し
た
ご
愛
用
者
さ
ま
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
、
光
線
普
及
協
会
で
は
、

サ
ナ
モ
ア
販
売
代
理
店
、
光
線
治
療

院
に
向
け
た
宣
伝
活
動
を
行

っ
て
参

り
ま
し
た
。
光
線
普
及
協
会
は
、　
一

時
期
、
有
限
会
社
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
両
協
会
を
、
十
月

一
日
付
け

に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
サ
ナ
モ
ア
友
の
会
」

と

「光
線
療
法
普
及
協
会
」
に
改
め
、

再
出
発
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

現
在
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
に
て
行

っ

て
い
る
季
刊
誌
発
行
等

の
事
業

の

一

部
は
、
光
線
療
法
普
及
協
会
に
移
し
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
会
員
の
方
は
、

新
設
さ
れ
た
サ
ナ
モ
ア
友
の
会
に
て

こ
れ
ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
頂
け
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

今
後
、
新
た
に
発
足
す
る
光
線
療
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は

じ

め

に

毎
日
が
忙
し
く
、
慢
性
的
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
現
代
人
も
、
夜
自
宅
に

帰
り
温
か
い
湯
船
に
つ
か
る
と
、
何

と
な
く
ほ

っ
と
し
て
癒
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
医
聖
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
は
、
人
の
健
康
に
と

っ
て

大
切
な
も
の
と
し
て
、
日
光
と
熱
を

挙
げ
ま
し
た
。
人
は
、
温
か
い
物
に

触
れ
た
り
、
温
か
い
物
を
飲
む
こ
と

で
、
優
し
く
寛
大
に
な
れ
る
と
い
っ

た
実
験
結
果
も
あ
る
く
ら
い
で
、
熱

に
よ

っ
て
人
の
健
康
が
保
た
れ
て
い

る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

タ

ン

パ
ク
質

と

は

ヒ
ト
の
身
体
は
、
水
分
が
約
６０
％

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
は
、

ほ
と
ん
ど
を
タ

ン
パ
ク
質
が
占
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
身
体

の
構
成
要

素
と
し
て
重
要
な
タ

ン
パ
ク
質
は
、

ア
ミ
ノ
酸
が
鎖
状
に
連
結
し
て
で
き

た
高
分
子
化
合
物
で
あ
り
、
細
胞
内

で
合
成
さ
れ
、
細
胞
外
に
も
出
て
働

き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
数
は
１０
万
種

類
以
上
に
の
ぼ
り
、
皮
膚
、
毛
髪
、
筋

肉
を
作
る
タ
ン
パ
ク
、
食
物
の
消
化

酵
素
、
ア
ミ

ロ
イ
ド
タ
ン
パ
ク
な
ど

様
々
あ
り
、
皆
さ
ま
ご
存
知
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
も
タ
ン
パ
ク
質
の

一
種
で
、
コ

ラ
ー
ゲ
ン
不
足
は
、
体
の
た
る
み
や

肌
荒
れ
等
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヒ

ー

ト

シ

ョ

ッ
ク

プ
ロ
テ
イ
ン
（Ｈ
Ｓ
Ｐ
）

１
９
６
２
年
、
リ
ト
ッ
サ
は
、
シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ
バ
エ
を
通
常
よ
り
高
い
温

度
で
飼
育
し
た
際
に
増
加
す
る
タ
ン

パ
ク
質
を
発
見
し
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

プ

ロ
テ
イ
ン
⌒Ｈ
Ｓ
Ｐ
）と
命
名
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
研
究
で
、
ほ
と
ん

ど
の
生
物
に
お
い
て
、
自
身
の
最
適

温
度
か
ら
体
温
が
数
度
上
昇
し
た
時
、

細
胞
内
に
Ｈ
Ｓ
Ｐ
が
増
加
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
熱

ス
ト
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
紫
外
線
、

放
射
線
、
低
酸
素
、
化
学
薬
品
等
の

ス
ト
レ
ス
で
も
増
加
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
験
結
果
か
ら
、
Ｈ

Ｓ
Ｐ
は
ヒ
ト
が
熱
い
と
感
じ
る
温
度

（約
３８
度
）か
ら
徐
々
に
増
加
し
、
３８

ｏ

５
度
で
約
２
倍
と
な
り
、
そ
の
後
、

２
日
目
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
４
日

間
程
持
続
し
た
後
、
７
日
で
元

の
レ

ベ
ル
に
ま
で
戻
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｐ
の
働
き

そ
れ
で
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
体
内
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る

の

で
し
ょ
う
か
？

タ

ン
パ
ク
質
は
リ
ボ
ゾ
ー
ム
と
い

う
タ

ン
パ
ク
合
成
工
場
で
作
ら
れ
る

の
で
す
が
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
タ

ン
パ
ク
質

の
合
成
、
運
搬
、
そ
し
て
分
解
ま
で
を
、

滞
り
な
く
進
む
よ
う
に
手
助
け
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
病
気
や
ス
ト
レ
ス

で
傷

つ
い
た
タ

ン
パ
ク
質
を
健
康
に

戻
す
と
と
も
に
、
健
康
の
維
持
、
免

疫

の
活
性
化
、
認
知
症

の
予
防
、
傷

を
早
く
き
れ
い
に
治
す
と
い

っ
た
大

切
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
の
健
康
維
持
に
は
、

健
康
な
タ
ン
パ
ク
質
が
必
要
不
可
欠

で
、
様
々
な
原
因
で
傷

つ
い
た
タ
ン

パ
ク
質
の
健
康
を
取
り
戻
す
よ
う
に

働
く
Ｈ
Ｓ
Ｐ
は
、
身
体
を
内
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
頼
り
に
な
る
存
在
な
の

で
す
。

光
線
療
法
と
Ｈ
Ｓ
Ｐ

よ
く
病
院
で
の
手
術
に
あ
た
り
、

術
前
か
ら
光
線
療
法
を
行

っ
て
い
た

お
陰
で
、
術
後
の
傷
の
治
り
が
早
い

と
医
師
に
褒
め
ら
れ
た
と
い

っ
た
話

を
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
に
Ｈ
Ｓ
Ｐ
が

一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

光
線
療
法
の
熱
は
深
部
に
ま
で
伝

わ
る
輻
射
熱
で
、
長
時
間
の
保
温
効

果
が
維
持
さ
れ
、
こ
の
間
、
Ｈ
Ｓ
Ｐ

の
増
加
し
た
状
態
が
続
く
た
め
、
手

術
の
侵
襲
に
対
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
治

癒
機
転
を
促
し
、
想
定
よ
り
も
早
く

回
復
す
る
の
で
す
。

も
し
、
病
院
の
医
師
か
ら
、
手
術

を
勧
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
迷
わ
ず
、

術
前
か
ら
光
線
療
法
を
行
う
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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第
二
十

一
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
を
東
京
に
て
開
講

第
二
十

一
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養
成
講
座
を
、
東
京
に
て
六
月
十

七
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
開
講
致

し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
講
義
を
金

曜
と
土
曜
の
二
日
間
と
し
ま
し
た
が
、

１０
名
の
受
講
者
を
迎
え
、
活
発
な
質

疑
応
答
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
治
療
師
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
（写
真
）。

治
療
師
認
定
者

山
本
　
理
絵
子
（広
島
市
）、
上
田

重
喜
（広
島
市
）、
森
　
美
友
紀
（横
浜

市
）、
伊
藤
　
静
子
（福
岡
県
）、
伊
藤

夏
子
（福
岡
県
）、
小
坂
　
治
也
（東
京

都
）、
下
村
　
靖
子
（東
京
都
）、
北

妙
子
（札
幌
市
）、
皆
川
　
容
子
（神
戸

市
）、
小
木
曽
　
』ホ
雄
⌒愛
知
県
）。
敬
称
略

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十

二
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
０
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

三
階
会
議
室

昨
年
に
引
き
続
き
、
８
月
２８
日
に

福
島
県
会
津
若
松
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
地
方
部
会
の
報
告
を
致
し
ま

す
。会

津
サ
ナ
モ
ア
光
線

愛
好
研
究
会

通
称
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
（あ
す
き
＜
）

平
成
元
年
に
会
津
若
松
地
域

の
サ

ナ
モ
ア
愛
好
者
を
中
心
に
発
足
し
た

こ
の
会
は
、
毎
年
、
こ
の
時
期

に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
２８
回
目
と

な
り
ま
す
が
、
会
津
若
松
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て
、

「
光
線
療
法
と

カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
」
と
い
う

演
題
で
、
宇
都
宮
正
範
に
よ
る
講
演

が
約

一
時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
山
内
惣
悦
前

会
長
、
猪
俣

一
大
会
長
ご
夫
妻
、
小

林
文
昭
ご
夫
妻
、
ニ
ノ
宮
多
恵
子
さ

ん
、
金
山
美
紀
さ
ん
、
若
林
順
子
さ

ん
、
鈴
木
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
九
名
で
、

皆
さ
ま
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
お
り
、

光
線
療
法
に
対
す
る
知
識
を
さ
ら
に

深
め
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
⌒写
真
）。

講
演
会
終
了
後
に
は
、
恒
例
の
懇

親
会
が
、
会
津
東
山
温
泉
　
東
山
第

一
ホ
テ
ル
に
て
開
か
れ
、
役
員
の
方
々

と
夜
が
更
け
る
ま
で
、
こ
れ
か
ら
の

光
線
療
法
の
普
及
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
翌
日
、
来
年
の
再
開
を
約
束

し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

俳 募 集 器

当協会 の趣 責 に賛周 され、

光 線 療 法 の普 及 に ご協 力

頂 け る方 、 治 療 院 の開 業
を検 討 な さ りた い方 は、

お周 い合 わせ ください

光線療法普及協会

〒 153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1-23-11
丁EL(03)5759-6333

ガ 彩

υθJoδ7 宇都宮正範
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雰歯
頚□

詔□

□
□両

症
例
　
８．
歳
　
男
性

症
状
　
５０
歳
頃
か
ら
、
職
場
で
の
定

期
検
診
で
脳
ド

ッ
ク
は
受
け
て
い
た

が
、
と
く
に
異
常
は
指
摘
さ
れ
て
い

な
か

っ
た
。
平
成
２７
年
１１
月
、
初
め

て
施
行
し
た
頚
動
脈
エ
コ
ー
検
査
に

て
、
両
側
の
頚
動
脈
に
プ
ラ
ー
ク
に

よ
る
狭
窄
病
変
を
指
摘
。

［頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
］

石
頚
動
脈

の
狭
窄
率
６２

・
７
％
、
左
頚
動
脈
の

狭
窄
率
５２

ｏ
８
％

今
後
、
年
齢
を
考
慮
す
る
と
脳
梗

塞
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
と
の
説
明

を
受
け
、
専
門
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
。

平
成
２８
年
３
月
に
そ
の
病
院
で
施
行

し
た
頚
動
脈
エ
コ
ー
検
査
で
、
前
回

の
検
査
結
果
と
同
程
度
の
狭
窄
病
変

を
認
め
た
た
め
、
入
院
の
上
、
カ
テ
ー

テ
ル
に
よ
る
脳
血
管
造
影
検
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
か
ら
治
療
方
針
を
決

定
す
る
こ
と
と
な
る
。

療
法
経
過
　
３
月
５
日
か
ら
２．
日
の 狭

窄
症
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

入
院
直
前
ま
で
、
自
宅
で
光
線
療
法

を
施
行
。
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に

て
、
前
頚
部
を
左
有
か
ら
毎
日
約
２

時
間
照
射
し
た
。
３
月
２２
日
の
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
の
結
果
、
有
頚
動
脈
は
５０

弱
の
狭
窄
、
左
頚
動
脈
は
軽
度
狭
窄

と
両
者
と
も
に
改
善
傾
向
を
認
め
た

こ
と

に
担
当

医
は
大
変
驚

か
れ

、

「
外
か
ら
見
る

の
と
中
か
ら
見
る

の

で
は
違
い
ま
す
ね

。
・
。
」
と
独
り

言
を
発
し
て
い
た
。

サ
ナ
モ
ア
で
脳
梗
塞
に
な
る
前
に

救
わ
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
も
命

の
恩
人
の
サ
ナ
モ
ア
を
続
け
た
い
と

話
し
て
い
る
。

□
□
□
□
□

膵
臓
癌
に
対
す
るサ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
Ｇ
整
削
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
二
Λ
〓
嶽
二一‐―
一二Ю
〓
軌

症
例
　
９２
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
突
然
の

電
話
を
頂
き
、
病
院
の
検
査
で
膵
臓

癌
と
診
断
さ
れ
た
の
で
自
宅
で
光
線

療
法
を
行

い
た
い
と
相
談
を
受
け

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
上
背
部
か
ら

腰
部
に
か
け
て
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で

照
射
す
る
と
と
も
に
、
基
本
照
射
を

併
せ
て
行
う
よ
う
指
示
し
た
。
そ

の

後

、

不
定
期

に
報
告

は
受

け

て
お

り
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子

だ

っ
た
が
、
そ

の
二
年
後
、
膝
関
節

痛
に
は
ど
の
カ
ー
ボ

ン
を
使
用
す
る

の
か
と
の
質
問
を
受
け
た
の
で
、
Ｂ

Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
す
と
答
え
た
の
を
最

後
に
連
絡
が
途
切
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
約
半
年
後
、
そ

の
方

の

友
人
か
ら
そ
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
の
連
絡
を
受
け
た
が
、
友
人

の
話

で
は
、
医
師
か
ら
膵
臓
癌
を
告
知
さ

れ
た
時
は
、
余
命
四
か
月
だ

っ
た
そ

う
で
、
「
」
本
人
は
、
副
作
用
で
苦
し
み

た
く
な
い
と
抗
癌
剤
に
よ
る
治
療
は

一
切
受
け
ず
、
光
線
療
法

の
み
で
過

ご
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
医
師

か
ら
四
か
月
の
余
命
宣
告
を
受
け
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
年
半
も
生

き
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
最
期
ま
で
苦

し
む
こ
と
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
サ
ナ
モ
ア
の
お
陰
と
感
謝
さ

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ご
訃
報
に
接
し
驚
き
ま
し
た
が
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。
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□
□
回
□
□

前
立
腺
肥
大
症
、
前
立
腺
癌
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
７４
歳

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
以
前
か

ら
、
排
尿
障
害
を
認
め
て
お
り
、
病

院
で
精
査
施
行
し
た
と
こ
ろ
、
前
立

腺
肥
大
症
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
サ

ナ
モ
ア
で
の
治
療
を
希
望
し
来
院
し

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ

Ｄ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
に
て
、

四
台
の
光
線
治
療
器
で
施
行
。
側
臥

位
に
て
、
顔
面
１５
分
、
腰
部
か
ら
臀

部
３０
分
、
下
腹
部
か
ら
会
陰
部
３０
分
、

後
頭
部
１５
分
、
足
裏
１５
分
照
射
。
次

に
仰
臥
位
と
し
て
、
左
有
の
股
関
節
、

左
右
の
膝
関
節
側
面
を
１５
分
照
射
し

た
。
光
線
治
療
を
行

っ
た
日
に
は
、

排
尿
が
ス
ム
ー
ズ
と
話
さ
れ
、
自
宅

で
の
治
療
も
併
せ
て
施
行
。

そ
の
後
、
良
好
に
経
過
し
て
い
た

が
、
定
期
的
に
行

っ
て
い
た
前
立
腺

アロ
で骨
折
と
認
知
症
を
予
防

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
治
療
院
ソ
レ
イ
ユ

山
下
　
サ
チ
子
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
五
七
五
九
―
三
七
一〇

症
例
　
９４
歳
　
女
性
　
独
居

症
状
　
他
院
に
て
、
腰
痛
お
よ
び
膝

関
節
痛
に
対
し
て
、
光
線
治
療
を
受

け
て
い
た
患
者
。
平
成
２．
年
９
月
か

ら
、
当
院
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

週

一
回
の
ペ
ー
ス
で
治
療
を
行

っ
て

い
る
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
四
台
の
光

線
治
療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、

腹
部
（Ｂ
Ｄ
）、
腰
部
（Ｂ
Ｄ
）、
膝
（Ａ

Ｂ
）、

足
裏
⌒Ａ
Ｂ
）を

４５
分
全
身
照

射
。
も
と
も
と
腰
痛
と
膝
関
節
痛
の

治
療
目
的
に
て
始
め
た
光
線
治
療
で

あ

っ
た
が
、
症
状
改
善
後
も
治
療
を

継
続
。
こ
れ
ま
で
、
四
回
ほ
ど
自
宅

や
外
出
先
に
て
転
倒
し
て
お
り
、
打

撲
を
負
う
た
び
に
、
そ
の
部
位
に
対

し
て
集
中
的
に
光
線
治
療
も
行

っ
て

の
組
織
検
査
に
て
前
立
腺
癌
の
合
併

を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
の
組
み
合
わ
せ
で
光
線
治
療
を
継

続
。
現
在
、
病
院
で
の
前
立
腺
癌
に

対
す
る
治
療
に
、
光
線
療
法
を
併
用

し
経
過
観
察
し
て
い
る
が
、
医
師
か

ら
は
経
過
良
好
と
説
明
を
受
け
て
い

る
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
は
カ
ー

ボ

ン
の
芯
剤
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も
効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク

ト
ル
を
含
む
光
線
を
放
射
す
る
よ

う
に
、
正
面
か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面
発
光
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
手
動
式

の
サ

ナ
モ
ア
７
号
器

・
８
号
器
で
は
照

射
時
間
が
十
分
強
で
切
れ
、
長
時

間
の
照
射
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
を
改
良

し
た
の
が
全
自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん
で
、
照
射
時
間
は
５

分
刻
み
で
６０
分
ま
で
設
定
で
き
、

カ
ー
ボ
ン
の
消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
を
つ
な
い
で
お
け
ば
、
自
動
的

に
カ
ー
ボ
ン
を
送
り
安
定
し
た
光

線
を
放
射
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

は
手
動
式
も
製
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ

に
加
え
て
お
り
ま
す
。

＊

は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の
際
に
は
、

安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上
の
注

意
は
、
「
は
つ
つ
つ
さ
ん
取
扱
説
明

書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

き
た
。

本
人
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

転
倒
し
た
が
骨
折
す
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
、
認
知
症
に
も
な
ら
ず
独
り
で

元
気
に
過
ご
せ
て
い
る
の
は
サ
ナ
モ

ア
の
お
陰
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

［
一
言
］
光
線
療
法
に
は
、
骨
を
丈

夫
に
す
る
作
用
や
認
知
症
を
予
防
す

る
効
果
を
期
待
で
き
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
の
解
決
策
の

一
つ
に
成

り
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ソ
レ
イ
ユ
院
長
　
宇
都
宮
　
正
範
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弊
社
で
は
、
社
内
体
制
の
変
更
に

と
も
な
い
、
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
の

発
送
業
務
を
十
月

一
日
よ
り
大
垣
事

業
所
に
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
カ
ー
ボ
ン
送
料
の
見
直

し
を
行
い
、
左
記
の
表
の
ご
と
く
改

訂
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
弊
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■ カーボン送料

東嘱]f警∬茎IF馬
、

無料

甲信越 晰潟、長野、山菊

北 陸 (富山、石り、福井)

中 音Ь(静岡、愛知、三重、岐阜)

関西崎鱚層魃羊
賀、奈良、

南東北 に城、山形、福島)

中 国
壇 お

広島、山口、鳥取、

北東北 鰍田、青森、岩手)

四 国 (香ナlk徳島、愛媛、高知)

州鍛 鰍ポЪМ
本、

ミ11,400

ミξl,700

旧
社
名
入
り
振
替
用
紙
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

お
手
持
ち
の
旧
社
名
⌒東
京
光
線

療
法
研
究
所
）が
記
載
さ
れ
た
振
替

用
紙
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
に
て
継
続
使
用
が
可
能
で

す
。
ど
う
ぞ
そ
の
ま
ま
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

せ

本
年
四
月
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
ご
愛

用
者
さ
ま
を
対
象
と
し
て
行

っ
て
参

り
ま
し
た
左
記
の

「感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
①
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
十

二
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
同
時
に
始
ま
り
ま
し
た
他

の
特
典
②
、
③
に

つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

〔
終
了
す
る
特
典
〕

①
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
⌒１０
本
入
）１０

箱
を

一
度
に
ご
購
入
さ
れ
た
お
客

様
に
は
、
同
種
の
サ
ナ
モ
ア
カ
ー

ボ

ン
（１０
本
入
）１
箱
を
進
呈
。

〔
継
続
す
る
特
典
〕

②
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
を
新
規
に

ご
購
入
さ
れ
た
お
客
様
、
あ
る
い

は
、
買
い
替
え
ら
れ
た
お
客
様
に

は
、
ご
希
望

の
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
（１０
本
入
）１
箱
を
進
呈
。

③
新
規
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
を

ご
購
入
さ
れ
る
お
客
様
を
、

ご
紹

介
く
だ
さ

っ
た
ご
愛
用
者
様
に
は
、

ご
希
望

の
サ
ナ

モ
ア
カ

ー
ボ

ン

（１０
本
入
）１
箱
を
進
呈
。

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

/     ヽ
光 〒 ま ¬
線 |"Ю鵬 た 健
療   事 康
法 東 業 と
普 京 の 光
及 都 詳 線
協 目 細

L
会 黒 は の
TEL区 お 購
03 日 間 読

舎   い す

ヽ     ノ


